
 

 
 

 
 

全
日
本
教
職
員
組
合
（
全
教
）
は
、 

教
員
の
長
時
間
勤
務
や
病
気
休
職
、
ま 

た
子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題
と
な 

る
中
、「
教
育
条
件
整
備
」
を
求
め
、 

全
国
の
地
方
議
会
に
請
願
運
動
を
お 

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
北
九
州
で
は
、
三 

会
派
（
１
２
人
の
議
員
）
が
趣
旨
に
賛 

同
し
、
紹
介
議
員
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
請
願
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  
 

 
 

 

今
年
度
の
文
科
省
予

算
は
、
前
年
当
初
比
０
．

２
％
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
依
然
と
し
て
国
の
責

任
に
よ
る
３
５
人
以
下

学
級
の
推
進
や
教
職
員

定
数
増
に
背
を
向
け
た

内
容
で
す
。
こ
れ
で
は
教

職
員
の
長
時
間
過
密
労

働
解
消
は
実
現
で
き
ま

せ
ん
。
全
教
北
九
州
は
、

国
の
概
算
要
求
期
に
む 

け
、
以
下
の
意
見
書
採
択

を
求
め
る
請
願
を
行
い
、

教
職
員
や
子
ど
も
の
教

育
条
件
整
備
の
運
動
を

推
進
し
ま
す
。 

 

請
願
内
容 

① 

教
育
予
算
増
に
よ 

る
「
高
校
無
償
化
」
復 

活
を
求
め
る
請
願 

 

②
「
特
別
支
援
学
校
の
設
置
基
準
の
策

定
、
及
び
特
別
支
援
学
級
の
学
級
編

成
基
準
の
改
善
」
を
求
め
る
請
願 

 
 ③ 

「
給
食
費
の
無
償
化
」
を
求
め
る

請
願 

 

④
「
大
学
生
へ
の
給
付
制
奨
学
金
制
度

の
拡
充
」
を
求
め 

る
請
願 

※
少
人
数
学
級
実
現
の 

 

請
願
は
１
２
月
議
会
に 

 げ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                         

目
用 

２ 

学
力
・
体
力
向
上
の
施
策
、
取
組

み
の
廃
止
、
改
善
の
要
求 

① 

現
場
の
意
見
を
無
視
し
た
学
力

テ
ス
ト
対
策
の
た
め
の
過
去
問
、

市
独
自
の
学
力
テ
ス
ト
、
単
元
末

テ
ス
ト
活
用
、
自
校
採
点
の
実
施

を
強
要
し
な
い
こ
と
。 

② 
さ
ら
に
長
時
間
過
密
労
働
に
拍

車
を
か
け
る
学
体
室
に
よ
る
学
校

訪
問
、
代
表
授
業
の
強
制
は
止
め

る
こ
と
。 

③
新
体
力
テ
ス
ト
の
全
学
年
実
施
は

止
め
る
こ
と
。 

３ 

教
職
員
の
専
門
職
性
、
特
殊
性 

に
見
合
っ
た
待
遇
、
報
酬
改
善
の

要
求 

⓵ 
 

地
域
手
当
を
来
年
度
以
降
も

県
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
。 
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職
場
は
、
学
力
・体
力
向
上
プ
ラ
ン
へ
の
対
応
や
授
業
研
修
、
報
告
書
の
作
成
、
部
活
、
生
徒
指
導
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
り
、
限
ら
れ

た
勤
務
時
間
の
な
か
で
や
る
べ
き
仕
事
の
量
が
年
々
増
加
し
、
勤
務
時
間
内
に
終
わ
ら
な
い
多
く
の
仕
事
が
夜
遅
く
ま
で
の
残
業
や

休
日
出
勤
と
な
り
、
結
果
私
た
ち
の
健
康
を
蝕
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
、
市
費
負
担
教
職
員
へ
の
移
譲
に
伴
っ
て
、
地
域
手
当
や
通
勤

手
当
切
り
下
げ
に
よ
る
待
遇
悪
化
や
子
育
て
支
援
休
暇
や
子
の
看
護
休
暇
な
ど
の
労
働
条
件
悪
化
に
伴
い
、
ま
す
ま
す
働
き
に
く

い
職
場
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
労
働
の
対
価
で
あ
る
適
正
な
報
酬
や
待
遇
が
補
償
さ
れ
な
い
な
か
で
、
教
職
員
の
自
主
的
、
自
発

的
な
働
き
方
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
北
九
州
の
教
育
は
明
ら
か
に
異
常
で
す
。 

全
教
北
九
州
市
教
職
員
組
合
は
、
長
時
間
過
密
・
過
重
労
働
を
早
期
に
解
消
・
改
善
さ
せ
る
た
め
教
育
委
員
会
に
要
求
書
を
提

出
、
交
渉
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
組
合
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
た
賃
金
の
改
善
の
た
め
の
会
見
を
市
人
事
委
員
会
と
行
い
ま
す
。 

 

HP：http://zenkyokitakyu.on.coocan.jp     【検索 全教北九州】      全教職員配布 

  

  

ぶろ 今
年
度
の
要
求
の
重
点
は
コ
レ
だ
！ 

市
教
育
委
員
会
へ
の
組
合
要
求 

を
抜
粋
で
紹
介
し
ま
す 

１
、
職
場
か
ら
違
法
な
長
時
間
勤
務
を
な

く
す
た
め
の
要
求 

① 

教
員
が
職
務
遂
行
に
必
要
な
仕

事
が
勤
務
時
間
内
に
終
え
る
よ
う

に
、
行
事
や
会
議
、
報
告
書
な
ど
を

精
選
す
る
こ
と
。 

② 

勤
務
時
間
の
適
正
の
た
め
、
教
材

研
究
・
準
備
、
成
績
処
理
な
ど
の
時

間
を
補
償
す
る
こ
と
。 

③ 

定
数
外
の
専
科
教
員
を
す
べ
て

の
小
学
校
に
配
置
す
る
こ
と
。 

④ 

小
・
中
学
校
す
べ
て
の
学
級
を
３

５
人
以
下
学
級
に
す
る
こ
と
。 

⑤ 

休
憩
時
間
付
与
に
つ
い
て
使
用

者
と
し
て
厳
格
に
対
応
す
る
こ
と
。 

② 

市
教
委
と
し
て
、
さ
ら
な
る
退
職

手
当
削
減
に
反
対
す
る
こ
と
。 

③ 

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
、
働
き

や
す
い
労
働
環
境
の
実
現
の
た
め
、

子
育
て
支
援
休
暇
な
ど
切
り
下
げ

ら
れ
た
諸
権
利
を
回
復
す
る
こ
と
。 

 

４ 

教
育
現
場
に
馴
染
ま
な
い
教
員

評
価
を
賃
金
に
リ
ン
ク
さ
せ
な
い

要
求 

５ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
働
き
や

す
い
職
場
に
す
る
た
め
の
労
働
環

境
を
整
備
す
る
要
求 

※ ※
今
年
度
の
要
求
書
、
要
請
書
に
つ
い

て
は
新
し
く
な
っ
た
全
教
北
九
州
の

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  
 

http://zenkyokitakyu.on.coocan.jp/


                              

 
▶安倍政権は、6 月 15 日、委員会審議を打ち切る「中間報告」強行後、参議院本会議で法案を強行可決しま

した。 ▶「戦争する国」づくりにつながる同法案を、国民の疑問にも答えず、充分な審議も経ないままの強行

採決は許されるものではありません。▶同法案は、盗聴や尾行、監視等の捜査手法が日常的に横行することに

なりかねません。憲法で保障された、思想や良心の自由、信教や表現の自由、通信の秘密を侵すもので、戦前

の「治安維持法」を想起させる悪法です。▶今回の強行採決は、国会での加計学園問題での追及を逃れるため

の強行採決でした。これは議会制民主主義を否定する前代未聞の暴挙です。▶教え子を再び戦場に送らないた

めにも、戦争法や共謀罪など政府、与党の進める「戦争する国」づくりに教職員組合として強く抗議します。 

 
   

教
職
員
の
切
実
な
声
を
行
政
・
市
教
委
に
届
け
ま
す 

✿ ７月、８月の組合行事 

７月３日 人事委員会会見 

 18日 人事委員会事務局長会見 

 21日 中央行動（国会議員要請） 

 22日 改憲発言を受けての 

全国緊急学習会 

 25日 組合定例会（2地区で） 

 26日 人事委員会会見 

 29日 青年部交流会 

８月１日 長崎平和の旅 

  7日 全教、教組共闘自治体

キャラバン（北九州） 

18日～20日 全国教育研究集会 

 

あ
な
た
の
在
校
時
間
、 

正
し
く
申
告
さ
れ
て
い
ま
す
か
？ 

 

●
教
員
の
長
時
間
勤
務
が
マ
ス
コ
ミ
な

ど
で
盛
ん
に
宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。 

●
文
科
省
調
査
で
は
、
小
学
校
教
員
の 

約
３
割
が
、
中
学
校
教
員
の
約
６
割
が 

「
過
労
死
ラ
イ
ン
」
の
基
準
に
抵
触
す 

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
９ 

割
の
学
校
職
場
で
勤
務
時
間
が
正
確
に 

把
握
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
調
査
結
果 

も
あ
り
ま
す
。 

●
先
日
の
組
合
と
教
育
長
と
の
交
渉
で 

在
校
時
間
が
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
な 

こ
と
を
問
題
に
し
ま
し
た
。
そ
の
背
景 

に
、
職
場
の
多
忙
化
が
る
こ
と
は
明
ら 

か
で
す
。
ま
た
、
残
業
手
当
が
支
給
さ 

れ
な
い
法
的
な
問
題
も
無
定
量
な
残
業 

が
な
く
な
ら
な
い
原
因
で
す
。 

●
全
教
北
九
州
は
、
教
職
員
の
長
時
間

過
密
労
働
の
実
態
を
正
確
に
把
握
し
、

改
善
の
た
め
の
運
動
を
推
進
す
る
た

め
、
ま
た
労
働
災
害
か
ら
教
職
員
の
い

の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
、
出
退
勤
の

適
正
な
処
理
を
行
う
よ
う
教
職
員
の
皆

さ
ん
に
訴
え
ま
す
。
平
日
だ
け
で
な
く
、

土
日
勤
務
で
も
出
退
勤
処
理
を
正
確
に

行
い
ま
し
ょ
う
。 

 

「く
ら
し
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
」で 

生
活
、
権
利
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。 

  

教
職
員
の
移
譲
に
伴
っ
て
、
私
た
ち
の

生
活
に
か
か
わ
る
賃
金
の
確
定
や
様
々

な
労
働
条
件
等
が
北
九
州
市
に
移
管
さ

れ
ま
し
た
。 

 
 

給
与
も
今
後
、
組
合
と
北
九
州
市
と

の
交
渉
で
決
定
し
ま
す
。
全
教
北
九
州

は
、
生
活
と
深
く
か
か
わ
る
給
与
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
人
事
委
員
会
や
市
教
委
と
の
交
渉
の

基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
移
譲
に
伴
っ
て
切
り
下
げ
ら
れ

た
権
利
を
は
や
く
回
復
さ
せ
る
取
組
も

行
っ
て
い
ま
す
。
切
り
下
げ
ら
れ
た
権
利

の
な
か
で
、
回
復
を
急
い
で
ほ
し
い
も
の

を
重
点
に
今
後
交
渉
す
る
た
め
の
質
問

項
目
も
入
っ
て
い
ま
す
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
裏
面
に
は
、
今
年
度
か

ら
切
り
下
げ
ら
れ
た
権
利
一
覧
（
一
部
）

を
印
刷
し
て
い
ま
す
。
参
考
に
し
て
下
さ

い
。 教

職
員
の
切
実
な
要
求（
声
）を
行
政
・

市
教
委
に
届
け
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

         全教北九州共済会から  重要 

◎ 全教共済の生命、医療、新傷害、終身各共済に加入の皆さん！！ 

「４日以上の病気休暇の際の診断書費用を共済会より補助します。」 

      申請漏れがないようにしてください 

４日以上の病気休暇に対し診断書を提出させる制度が始まりました。医師

の診断書を貰うだけでも２千円前後の費用が必要となります。教職員は長時

間過密、過重労働で不規則、不健康な働き方を余儀なくされています。その

ような問題の解決を先送りにし、このような制度を導入する市教委のやり方

に憤りを感じます。全教北九州は、この制度に反対し、制度廃止の運動をし

ています。当面、共済会より、全教共済加入（上記４共済のどれか）の皆さ

んに２千円を限度に診断書費用を補助します。詳しい内容については先日配

布したプリント、または共済会まで連絡してください。 


